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Group Work in English
かわいい子どもたちも英語に懸命�

（オランダ・アムステルダム・ニコラス小学校授業風景）



　２０００年３月、ベルギー・ブルッセルで開催され

た ������（���������	�
���������������������

������������	�
������）学会世界大会において、

�����������	�
������	����
��
�������������	

������������	
����������
というテーマで研究

発表を行った。学術交流を通して異文化間コミュ

ニケーションを体験する貴重な学会であった。ブ

ルッセル滞在中、ヨーロッパ連合（��）本部、

���������	�
������「教育・文化局」、ベルギー教

育省などを訪問し、��の言語教育に関する調査

研究、資料収集、デイスカッションの機会を得た。

��はミレニアムの重要な教育政策として、“����

����������	
����
������������
����”を発

表し、２００１年を“��������	�
����
�����
���
����

２００１“：「ヨーロッパ言語年　２００１」と定めている。

　そのキーワードは四つ、�国境を越えて留学・

交流する��������の促進、�“��������	�
�”と

称せられる複数言語運用能力の育成と多文化理解、

���、情報通信技術�遠隔教育と生涯学習推進で

ある。

　そもそも、��統合の目的は、平和と繁栄であ

り、多民族・多文化・多言語の共生と発展である。

１９５２年、����（欧州石炭鉄鋼共同体）が、第一

次、第二次世界大戦への反省に立って結成された。

ヨーロッパの平和を維持するために、戦争に不可

欠な石炭と鉄鋼の生産を共同管理する共同体を発

足させたのである。１９７０年代には��：��������	

���������（欧州共同体）へと発展し、１９９１年に

は、マーストリヒト条約が締結されて、統合の

「拡大と深化」を視野に入れたヨーロッパ連合

（��：��������	
����）へと発展した。

��加盟国は、現在１５ヵ国であり、��の公用語

は、デンマーク語、オランダ語、英語、フィンラ

ンド語、フランス語、ドイツ語、ギリシャ語、イ

タリア語、ポルトガル語、スペイン語、スエーデ

ン語の１１カ国語である。

��の言語教育政策の理念は、「言語の多様性は

ヨーロッパの文化遺産である。すべての言語が平

等である。母語および��の言語教育の推進は政

治的・経済的な成功をもたらし、多様な言語の人々

との交流、異文化理解を促進し、偏見・レイシズ

ムを根絶するのに役立つ」とある。

「ヨーロッパ言語年２００１」の目的は、「１＋２」で

ある。すなわち、母国語を完全に習得し、プラス

他の言語を２カ国語習得することである。

「ソクラテス」（��������）：総合的教育計画、「リ

ンガ」（������）：外国語教育計画に基づいて、小

学校から、「１＋２」の複数言語の早期学習が推進

されている。

「エラスムス」（�������）計画は、高等教育部門・

大学生および研究者の交流推進計画であり、単位

互換制、授業料免除のシステムのもと、マルチ・

リンガルのヨーロッパ市民の育成を目指して実践

されている。ちなみに、エラスムスはオランダの

生んだルネサンス期最大の思想家である。ヨー

ロッパ各地を広く歴訪して学問を修め、思索を深

め、封建社会の下で理性に基づく自由な精神文化
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の確立に大きな足跡を残した。ヨーロッパ各地の

文化人と交流し、その思想を開花させたエラスム

スの名にちなんで命名された「エラスムス」計画

は、彼の偉業にならって、ヨーロッパ各地の大学

など高等教育研究機関が自由に交流する「ヨー

ロッパ学生交流計画」が、その中心的活動である。

したがって、「エラスムス」の正式名は��������	

���������	�
�����
���������������������������

��������	
����������
である。

　２００１年３月、オランダ・アムステルダムの小・中・

高・大学、計８校を訪れた。最初の訪問は、�������

小学校の５年生のクラス。�������������	の授業で

あった。子どもたちは、洋の東西を問わず、かわ

いい。２３名全員が、明るく活発に、英語コミュニ

ケーション活動を展開していた。オランダの公用

語は、オランダ語（９０％）フリーズランド語（１０％）

で、学校教育の使用言語は、オランダ語である。

英語は、公用語ではない。しかし、オランダの生徒・

学生は、学校生活で英語を話し、能力も高い。言

語政策として、英語の開始年齢は、小学校の最終

２学年、すなわち、１０歳から外国語としての英語

が必修科目となっている。

　�����������	
中学校１年生のクラスでは、英

語でプレゼンテーションをしていた。積極的に、

クラスの前へ出て、一人、または、ペア・ワーク

で声高らかに、発表する姿が微笑ましく感動的で

あった。中学校では、英語ともう１か国語が、必

修科目。１年間の学習時間は、オランダ語１６０時間、

英語１３３時間、フランス語またはドイツ語５３時間。

授業と宿題で１年間に、１��６００時間。宿題が、各

地域により義務付けられている。外国語教育の教

育目標として、学習スキルの指導、実践的なコミュ

ニケーションの指導に重点がおかれている。

　外国語教育の成果は、小・中・高・大学におい

て、各々到達目標の設定がなされ、卒業年度にお

ける到達度テストによって、その成果が示される。

また、���（国際教育到達度評価学会）による国

際比較の評価調査・報告が行われている。

　アムステルダム大学では、学生たちは、各自の

ホームページを作成しており、その�������に

��������	
�������	��������（���）が導入され

ている。このポートフォリオは、「ヨーロッパ言語

年　２００１」に示されている語学学習の水準に向け

ての自己評価記録である。�����������		
��（学

生の語学パスポート）、���������	
���
�����（語

学学習の到達度テストなど）、����������	
����

���（言語学習歴）の３部からなっている。�����

などの外国語検定資格や、交換留学プログラムへ

の参加、文通経験、外国語話者の訪問受け入れ体

験、異文化交流体験などが記載されている。例え

ば、“����������	�
���”��“�����������	
”��“��

��������������	
”など、具体的である。学生個

人情報をどこまで公開できるのか、質問したとこ

ろ、「外部に向けて発信できることが自分を見直す

きっかけになる」、「インターネット上のホーム

ページでオープンにすることで、地域社会の人々

とも相互意見交換ができるのが役立つ」と語って

いた。情報化時代の開かれた自己評価、自己��

の実態に接し、感動を禁じえなかった。

　最後に、「ヨーロッパ言語年２００１」の合言葉を紹

介しよう。

　“���������	���
���������������������������

������������	
��”

　ロンドンの地下鉄は楽しい。などと言うと、車

内は狭く汚いし冷房もないし運賃は高いし電車は

時間通りに来ないし突然何の前触れもなく駅が閉

鎖されるし長いエスカレイターはよく止まるので

歩いて上り下りすることを余儀なくされるし縦ん

ば動いていたとしてもエスカレイターのステップ
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とベルトの動きが合っていないから右手だけ前に

行ってしまったり後ろに行ってしまったりするし

あんなふざけた地下鉄のどこが楽しいのか、とい

う意見もあるだろうが、広告が楽しいのである。

駅の壁や車内を彩る広告を読んでいると（何しろ

来るはずの電車はなかなか来ないし、来たと思っ

て乗り込むと途中で訳もなく止まってしまうので、

有り難いことに広告を読む時間は十分にある）、英

語の勉強になるばかりでなく英国文化の意外な一

面が見えて来たりするのだ。例えば８月頃にはや

たら花粉症の薬の広告がふえるが、このことは日

本では春先が花粉症の季節であるのに対して彼の

地では夏の終わりがその時期であることを物語っ

ている。「花粉症」は英語で‘���������’という

くらいだから干し草がその主な原因の一つなので

ある。

　ここ数年で最高傑作だった広告はヴァージン・

アトランティック航空のものである。この航空会

社（最近は鉄道会社から生命保険、宝くじの販売

までやっている。そう言えばヴァージンコーラと

いうのもあった）は元々レコード会社が母体に

なっているため、機内のエンターテインメントが

充実していることが売り物なのだ。エコノミーク

ラスの全席に��モニターをつけてニュース、映

画からゲームまで楽しめるようにしたのもこのエ

アラインが最初であった。私も英国に行くときに

はよく利用する。さてそのようなヴァージン・ア

トランティック航空であるが、その広告はエコノ

ミークラスの座席に座った坊主頭の男の後頭部を

大写しにして、広告文は‘���������	�
�����
�	�����

�������������’とその後頭部に白抜きで書かれて

いる。そして下の方に控えめに、‘���������	
��	��

��������������	�
�����������’と添えてある。確

かにエコノミー席にテレビのない某�航空や�空、

或いはヴァージンの宿敵�エアウェイズで日本か

ら英国に行く場合、およそ１２時間の飛行時間を

ずっと他人の後頭部を眺めて過ごすことになるの

だ。なお、�エアウェイズでも最近はテレビモニ

ターをつけた飛行機が増えているが、ヴァージン

の真似をしたのかそれとも最近の国際線用旅客機

には標準装備でついているのかは定かではない。

ヴァージンの広告は絵柄を坊主頭の男にしたこと

によって強烈なインパクトを与えることに成功し

ていると言えよう。因みに‘���������	
’は命令

文で、‘������’の部分は副詞だと思えばよい。つ

まり「ヴァージンで飛べ」という意味である。

　最近のもう一つの名作はヘアカラーの広告で

あった。左半分に海を背景にヴィキニ水着の美女

がブロンズの髪を海風に靡かせて俯き加減に微笑

んでいる。よく見ると彼女は自分の水着のパンツ

の中を覗き込んでいる。そして左半分に広告文。

‘���������	�
���	���������������

���������	��
��	�����
�’判りますか？

判らない人のために文法的に説明しておきましょ

う。この文はいきなり動詞で始まっているけれど、

「三人称単数現在の�」があるから命令文ではない

ことが判ります。前に主語‘��’が略されている

のです。��が指すのは勿論この毛染めです。そし

てこれはいわゆる「�������構文」です。但し

‘����’は略されていますが本当は‘������’

の前にあります。これで判りましたね？　正解は

「（この毛染めは）色がとても長持ちするので、生

まれつきの髪の色を忘れてしまうでしょう」とい

うことです。彼女が自分の下腹部を見て「生まれ

つきの色」を確認していることは言うまでもあり

ません。

　日本でも��各社の広告には優れたものが多い

が（何しろ山下達郎の歌を使って名古屋駅のコン

コースをあれだけロマンティックな風景に描いて

しまった��東海のクリスマスシーズンの��が

その典型である）、英国の��も負けていない。��

が映像、雰囲気を売り物にしているとすれば��

は言語、ユーモアで勝負していると言えよう。民

営化以前の頃の話になるが、ロンドン－ブリスト

ル間の所要時間が大幅に短縮されたとき地下鉄に

出た広告は、������������	
��	����������������

����������	
��’『ザ・タイムズ』といえば保守派

インテリ向け新聞の最右翼である。この紙面に毎

日掲載されるクロスワードは大変難しい。しかも

日本の新聞雑誌に時折あるクロスワードと違って
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すべてのマスをただ埋めるだけで、そこにある単

語が隠されているわけでも全部埋めると賞品がも

らえるわけでもない。ただひたすら言葉を探して

行くだけの知的ゲームである。長距離列車の車内

では見るからに専門職という風情の「英国的」紳

士が真剣な顔をしてタイムズのクロスワードを解

いている光景をよく見かける。乗車時間が短くな

れば当然解答のための制限時間も短くなるという

わけである。同じ時期にロンドン－リヴァプール

間にも高速の特急列車が走るようになって、その

広告は‘����������	��
����
��������
��’であっ

た。いくら何でも２０回ウィンクする間にロンドン

からかの港町まで行かれるわけはないのだが、こ

れは英語によくある誇張によるユーモアである。

またここでは‘��������	
�’という「食後のまど

ろみ」を意味するイディオムとの関連を見落とし

てはならない。食後のまどろみの半分の時間でリ

ヴァプールに到着してしまうということなのであ

る。ビートルズならこれを「黄金のまどろみ」

‘���������	
���’と歌うところであろう。それ

にしても知的なクロスワードと怠惰な午睡のコン

トラストはブリストル行きの特急とリヴァプール

行きのそれとの客層の違いを反映していると考え

るのは深読みし過ぎだろうか。ついでながら今

ヴァージングループはとても速い高速列車の導入

を予定しているらしい。これが営業運転を開始し

た暁にはまた広告コピーが楽しみである。

　ロンドンの南西のケント州は「ガーデン・オヴ・

イングランド」と通称される美しい田園地帯であ

るが、ここに「イングランドで最も美しい城」と

言われるリーズ城がある。この城はおよそ９００年前

ヘンリー１世の時代に建てられ、のちにヘンリー

８世が作らせた豪華な大広間が有名である。ご存

知の通りこのヘンリー８世はとんでもない奴で、

宗教改革を行なってイングランド国教会を創設し

たことで知られるが、その理由が妻と離婚して愛

人と結婚したくなったのにローマ法王がそれを許

可しなかったからローマン・カソリックを脱会し

て自分で勝手に教会を作ってしまったということ

だから笑うしかない。結局妻を処刑して愛人アン・

ブーリンと再婚するがこの新しい妻にもすぐに飽

きてしまい、次々と離婚再婚を繰り返しては前妻

を処刑していった。このヘンリー８世の城でも

あったリーズ城の広告は次のようなものであった。

��������	
�Ⅷ���������	�
����������������������

������’文頭の‘���’は後ろに‘����’が略さ

れていて、接続詞である。「……した今となっては」

くらいの意味だ。危険人物ヘンリー８世は１５４７年

に死んでしまったので、今となっては奥さんたち

がリーズ城に行っても全く安全なのであった。

　最後に、これは広告ではないが、地下鉄の扉に

必ず貼られている注意書き‘���������	
�

����������	
��������
�
���	
�����

��������	
（閉まる扉の前に立つと電車の遅

延を引き起こし、また危険でもある）に対する定

番の落書きがある。それは‘���������	
�の

‘���’と‘������’の三単現の�，それに‘���’

の３カ所を塗りつぶしてしまうだけの簡単なもの

だ。これによって注意書きは‘����������	
�

����������	��	
�������	�����	��

���’になる。そうなると意味は「閉まる扉の前

に立ち、電車を遅れさせ、危ない目に遭いなさい」

という命令文になってしまう。落書きの犯人が几

帳面な奴の場合、������’の後にちゃんとコン

マが打ってあったりする。

三資企業の「駆け込み寺」
　厳しい寒さがようやく終わり、長安街に立ち並

ぶ街路樹の木々に青葉が芽を吹き出そうとしてい
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た今年３月末、さまざまな思い出を脳裏にひそめ、

重い荷物を引きずりながら北京空港をあとにして

日本に帰国した。１９９５年３月末に日中投資促進機

構北京事務所の首席代表として北京に赴任して以

来、ちょうど６年間の北京駐在であった。

　私が属していた日中投資促進機構とは、１９９０年

３月に日本政府（主に通産省と外務省）の指導の

もとに、日本の経済界の肝いりで成立した半官半

民の公益団体であり、名前のとおり日本企業の対

中投資を支援することを目的としている。中国側

にも対外貿易経済合作部（石光生部長）を中心に

投資に関係する行政機関から構成された「中日投

資促進委員会」という中央政府の批准を受けた組

織が１９９０年６月にできている。中国側の機関と協

力しながら日本企業の対中投資の拡大に力をつく

し、日中双方の機関どうしの定期交流などを実施

してきた。

　もともと私は財団法人日中経済協会という通産

省（現在は経済産業省という）の外郭団体から出

向という形で北京に派遣されたものである。日中

国交正常化の時に発足した日中経済協会という組

織は日中間の経済交流に従事する公益法人である

が、その前身は国交関係のないときに活躍した覚

書貿易事務所、通称��事務所と言われていたも

のである。

　今の若い人には日本と中国が外交関係のなかっ

た時代とはどんな状況か想像できないと思うが、

日中両国の今日あるのも先人たちの苦労の積み重

ねであると想起してもらいたい。�とは中国最大

の知日家であった廖承志、�とは満鉄の総裁も歴

任した経済界の重鎮、高崎達之助のイニシャルで

ある。��事務所を引き継ぐ形で日中経済協会が誕

生したのである。私は日中経済協会に２０数年勤務

し、帰国とともに円満退職し、愛知大学に奉職し

た次第である。

　さて、日中投資促進機構北京事務所の任務は、

次の３つに集約される。ひとつは日本企業の対中

直接投資を側面から支援する仕事である。応対す

る企業は、まったく中国の事情を知らない中小企

業から中国と関係の深い大企業までさまざまであ

る。また、相談を受ける内容も簡単な統計数値の

紹介から、合弁契約書のチェックと千差万別であ

る。要するに一種のコンサルタント業務といえる。

　二つ目はすでに中国に進出している企業がぶつ

かる問題、トラブルを処理し解決する任務である。

なぜ既存の企業を支援するかといえば、それはこ

れから中国に来ようとしている日系企業のためで

もある。新しく中国に進出を計画している企業は、

もちろん日本においても中国のことを研究してい

るが、それはあくまで書物の上の知識にすぎず、

進出を予定している中国の都市にすでに現実に投

資をしている同じ日本の企業を訪問し、その実態

を視察し、意見を伺うのが常である。机上の調査

よりも実態の把握が重宝されるのは当然といえる。

そのとき既存の進出企業から、この地はトラブル

が多いところだから慎重に考えたらよいなどと言

われると、新しい企業は躊躇する。こうなると対

中投資は促進できなくなる。そういう意味ですで

に中国に出てきてがんばっている日系企業を応援

することは大切なのである。

　３つ目の任務は、投資に関連する情報（中国政

府発表の通達、法令、規則なども含む）や資料を

収集し、日本の関係企業、地方自治体、政府部門

に紹介すること、並びに中国各地の投資環境を調

査・研究することである。中国各省市、とりわけ

投資誘致が熱心な沿海地区の経済技術開発区や保

税区の資料や地域関連情報、また税務、税関、労

務、外為、金融、外資政策などの部門別関連情報

の入手、分析が肝要である。さらに投資促進は中

国経済の全般的な動向とも密接な関係があり、マ

クロ分析もおろそかにできない。３つ目の任務は

総じて紹介、調査、研究の活動といえよう。

　北京事務所の仕事は最近では上記の２と３の任

務が中心となっていた。とりわけ中国各地でがん

ばっている日系現地法人（それを合弁、合作、独

資の形態を表す三資企業という）のために、投資

にまつわるさまざまなトラブルの相談にのり、時

には中国の中央、地方の行政機構に乗り込んで談

判したり、要望を伝えたりして支援してきた。そ

のため私の北京事務所は、「三資企業の駆け込み
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寺」と推奨された。こうした事業が遂行できたの

も、中国各地の日系三資企業の支持と北京の日本

大使館はじめ上海、瀋陽、広州の領事館の協力の

おかげと深く感謝している。

中国の課題
　１９９５年から６年間、変貌する北京に滞在して何

よりも感じたことは、中国人一人一人が自分の顔

を持って主張し始めたことである。私は８０年代半

ばにも４年間北京に駐在したが（１９８４年１２月から

８９年２月まで日中経済協会北京事務所にて勤務）、

当時中国人は個性というものを表に出さなかった。

ましてや自分の意見などは普通の庶民は主張しな

かった。中国民衆はよく比喩としていわれていた

「蟻」のような存在であった。しかし、１０年の星霜

は社会の様相を大きく変えた。

　北京にいてさらに感じたことは、人々の心の中

に絶対なものとして占めていた国家の重みが相対

化し、価値の多様化が進行してきたことである。

他方で「衣食足りて礼節を知る」という言葉が現

実化してきた。これは競争原理と自主・自立・自

尊を基調とする市場経済が浸透してきた証左だと

思う。

　中国の市場経済化は、農村の伝統的な自給自足

経済と国有企業を主体とする統制経済の２つの方

面から解体が始まったのであり、まさに農村の貧

困と都市の束縛からの脱出、だからこそ鬱積した

エネルギーは凄まじく、この激変が多くの人々を

魅了するのである。今後は市場経済の全面的な展

開のもとに社会の安定、経済の持続的成長、共産

党権力の正統性の保持を目指すと思われる。

　だが、残念ながら改革・開放政策のもとでリッ

チになることだけに邁進したがゆえに、市場経済

に見合った法治主義の教育を怠り、私営化を律す

る倫理と精神の培養が欠落していると言わざるを

得ない。商道徳の希薄な経営者、腐敗した行政官

の蔓延と、日本の近代化過程の明治期に日本人が

持っていた公私峻別の観念と『道徳的緊張』（司馬

遼太郎）は醸成されていない。

　その上、普通の庶民が生きんがゆえに学んだこ

とは、５０年代末の「大躍進」では〈嘘をつくこと〉、

６０年代後半からの「文化大革命」では〈人を信用

しないこと〉、８０年代以降の「改革・開放」では

〈人を利用すること〉である。悲しい現実であるが、

中国人の性格形成にはそのような側面も影響して

いることをしっかりと理解する必要がある。人口

が超過密で分配のパイが小さく、物資欠乏の社会

で生活し、お互いに競争してきた庶民の心情を日

本人が会得することは難しいが、想像をめぐらす

ことは相手を理解するうえで大切なことである。

中国社会を一言で形容するなら“旗は共産主義、

政策・方針は社会主義、やっていることは資本主

義、地べたは封建主義”と揶揄できる。

　中国は���加盟（加盟はチャンスでありチャ

レンジであると言われている）、人口（余剰労働力

の増大のみならず、人口構成の老齢化も注目のこ

と）、資源（エネルギー、食糧も重大だが、深刻な

のは水資源の枯渇）、食糧、環境、経済格差（所得、

地域の格差以外に業界格差も存在）、少数民族（外

部勢力とどう結びつくかがポイント）、台湾問題

（日本は台湾問題は中国の内政問題だということ

を堅持すること）、中央と地方の関係など、直面す

る課題は決して少なくない。

今後の注視事項
　これからの中国を考えるうえで注視しておくべ

き事項は、次のような内容であると思われる。

　①徴税制度強化の過程で芽生える納税者意識の

昂揚と国政代表権の要望。発展途上の国が近代国

家を形成する上で不可欠な政策は、国民の識字能

力を向上させたりする教育制度の完備、国防の強

化を図る徴兵制度の拡充、そして国家財政の基盤

を安定化するための徴税制度の整備である。日本

の明治時代も学制、兵制、税制の確立を推し進め

た。中国の場合、歳入に占める直接税の比率が３

割と低く、安定した財政基盤の確立が求められて

いる。近代化でどうしても避けて通れない徴税制

度の強化の過程は、一方で徴税した金がどのよう

に使われるのか確認を求める納税者意識が芽生え、

いずれ国政参政権への要望となって高揚する。そ
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の場合国政機構が民意を反映できないと深刻な矛

盾が発生すると予測する。アメリカ独立戦争も発

端は税金問題であり、日本の消費税率値上げで自

民党も下野したことがある。それほど税金は敏感

な問題なのである。

　②中国経済は���で把握されない裏の経済構

造が歴然と存在する。どんな国家も���統計で捕

捉されない１～２割程度のアンダーグラウンド経

済（または地下経済とも呼ばれる）を内包するが、

中国の場合は、それが���の６割程度までの規模

を持っていると推測する。つまり中国経済は二重

構造になっていると考えるのが、私の中国長期滞

在の観察から得た仮説である。裏の経済構造は必

ずしも不法な経済活動だけを指しているわけでな

く、これまでの慣習や計画経済と市場経済の間隙

から生じる経済行為を意味しており、これを第２

経済と呼称したい。今後は第２経済の構造が第１

経済の秩序に与える影響と桎梏が問題になると予

測する。

　③改革・開放政策が実施されて以来、中国は国

有企業改革に必死に取り組んでいる。朱鎔基総理

が就任した９８年からは３大改革のひとつに取り上

げられ、しかも最重要課題となっている。しかし、

企業改革のひとつの柱である人材育成を見てみる

と、���取得と高級エンジニアの育成に熱を上げ

ている反面、経営哲学をもった企業トップと中下

級技能者の養成は軽視されている。

　戦後日本が発展したのは、企業は人である、お

客様は神様であるといった哲学を持ったリーダー

が会社を引っ張り、同時に江戸時代から引き継い

だ匠の精神を持った技能者が大量に存在したから

だと判断する。中国の高級ホテルに入ってみると、

外装は立派であるけれど、よく見るとタイルの貼

り方が粗末でゆがんでいたりする。また道路の敷

石もガタガタといったのをよく見かける。こうし

た施工技術は高級エンジニアの問題でなく、日本

でいう高等工専レベルの技能問題である。中国は

“打工”と呼ばれる一般労働者は無数にいる。それ

は技能者ではない。また、���資格の取得と高

級技術者をたくさん養成することが経営者人材の

育成と考えられているが、資格だけで企業の経営

はできない。中国では企業家と起業家の両方の精

神を持ったトップ経営者と物づくりにいそしむ技

能者に対する社会的評価を高めなければならない。

　④市場経済の基礎は信用の確立にある。この問

題は２つの側面があり、ひとつは金融制度面の拡

充、あとひとつは企業人の倫理の問題である。中

国では手形や小切手の不渡りを出しても、罰金で

済まされる。日本では２度不渡りを出すと、取引

銀行のみならず、すべての銀行との取引業務が停

止となり、以後現金取引をせざるを得なくなる。

それほどまでに日本はじめ先進国の信用制度は厳

しいが、中国では市場経済の歴史が浅いがために

信用制度の運用に大きな欠陥がある。

　その上、中国国内では物の売買において売掛金、

債権の回収が極めて難しい。物を売っても代金が

半年も一年も回収できないのである。国内販売を

する多くの日系企業が直面する難題のひとつであ

る。９０年代初めに中国の企業間の負債付回しであ

る「三角債」が話題となったが、今なお代金の回

収は困難である。そこに見られるのは市場経済原

理を理解せず、契約観念が希薄で商道徳、倫理観

が欠如した企業人の存在である。マックス・ウェー

バーが描いた『プロテスタンチィズムの倫理と資

本主義の精神』のような風土はない。さらに懸念

されるのは、信用創出の欠落した中国経済が信用

を重んじる国際金融と連携をするなかで生じる摩

擦である。すでにこの問題は、各地の国際信託投

資公司（通称����という）の債権問題として浮

上している。

　⑤価値の多元化に対応した国家機能と行政組織

の近代化。市場経済を導入して以来、中国政府は

「マクロコントロール」という言葉を頻繁に使うよ

うになった。国家は計画経済時代のような上意下

達の“制度としての国家”から市場経済に参加す

る１プレイヤーである“機能としての国家”に転

換をはじめている。つまりこれが財政・金融政策

から産業政策までかかわる間接管理なのである。

しかし、市場経済の発展のなかで階層、地域、業

界の分化が生じ、利益集団が形成され、相克する
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利害をいかに調整するかが問われてくる。私営企

業の抬頭の中で市民の権利意識も強くなると想像

できる。党機構が国家機構の上に君臨する形態に

矛盾が生じてくると思われる。

　さらに行政組織そのものの近代化が問われてく

る。中国でがんばっている日系三資企業の方々が、

日ごろ中国投資で直面する問題を簡潔にスローガ

ン化している「不透明、唐突、曖昧」と言う言葉

がある。透明度の低い政策決定過程（いつ通達や

措置が行政機関から発表されたのか分からない）、

遅れている広報活動と情報開示、事前の予告もな

い突然の方針転換（もっと酷いのは遡及して徴税

される）、規範性と統一性のない政策執行（中央政

府の発する通達はひとつなのに、末端の各都市で

はばらばらの執行が現実である。このような現象

を“上に政策あれば、下に対策あり”と言う）。こ

うした日本では考えられない事態のなかで多くの

日本企業は日夜悩まされている。

　日系三資企業が日常的に付き合うのは、末端の

行政機関の役人である。例えば、税関、税務、公

安（警察）、工商行政管理（企業登記を担当）、輸

出入商品検査、労働、消防、衛生、供電といった

機関である。時には納得のいかない不合理な金を

取られたり（乱収費という）、余分な税金の追徴、

不可解で余分な費用の徴収、地区によって機関に

よって応対する人によって異なる事務の取り扱い、

熱意も誠意もない行政官の態度、不愉快極まる腐

敗した末端役人。こうした現象を「不合理、不公

平、不誠実、不愉快」の「４つの不」＝中華スー

プ（中国語の発音で４はスー、不はプ）と集約さ

れる。強固な中華思想の伝統文化とともに、三資

企業で働く日本人は、日 「々中華スープ」を味わっ

ているのである。

　⑥司法権限の独立と強化。密輸事件（中国語で

走私と言う）、ニセモノ商品（假冒商品とよばれる）

の横行の増大につれて、経済犯罪に関する裁判の

公判が中国のマスコミで頻繁に見られるように

なった。日本企業も売掛債権の回収のため、裁判

に訴えるケースも増えている。しかし、２審（中

国は２審制）で勝っても司法の強制執行ができな

いまま放置される例も多い。司法の権限が弱く、

時には地元企業をかばって執行しないからである。

多くの裁判官は人民解放軍を退職した人が第二の

人生として地元の人民代表大会の承認を得て就任

している。そのため地元に不利になることはしな

い。司法の行政からの独立がなく（中国は三権分

離でない）、地方保護主義の厚い壁があり、人治か

ら法治と叫ばれながら、法の執行は時には効力が

ない。司法権限の強化は法治主義のバロメーター

であり、近代化のパラメーターでもある。

　⑦人民解放軍は共産党の私兵か国軍か。建国５０

年以上もたつが、軍は依然として一政党の軍とし

て存在している。つまり論理的に考えると、軍は

畢竟党のためにあり、国家のためでない。そうな

ると民族のためでもないとなる。日本では自衛隊

は自民党のために戦うのでなく、国家のために戦

うとなっている。欧米諸国もしかりである。それ

が本当の国軍である。台湾の軍隊も以前は国民党

の私兵であったが、民進党に政権が交代しても軍

は国民党でなく、国軍として国に忠誠を誓ってい

る。

　中国では軍は共産党の兵隊であるので、国のた

めに戦うとなると、党＝国家という論理を常に掲

げなければならない。この論理からは党は常に正

しく、人民の利益を代表しているとする論調が出

てくる。それは前衛論と言われる。人民解放軍は

共産党一党独裁の実体であり、権力行使の中枢で

ある。今後は党の私兵か国軍かといった論議が起

こる可能性がある。その論議はひいては党の正統

性の問題まで波及する微妙な内容である。

「市場としての中国」に対する経営戦略

　中国側の統計によると、中国に進出している日

系企業は２０００年末で２万件に上る。業種は９０年代

に入り、多様化してきたが、製造業が依然８割を

占めている。電気・機械、繊維・アパレル、化学

が御三家といわれる。投資地域は、やはり圧倒的

に沿海地域であり、中国政府が「西部大開発」政

策で希望する中西部地域への日本企業の投資はま

だまだ少ない。内陸では西安、成都、重慶、武漢
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にそれぞれ４０～５０社の企業が進出している。

　日本企業の投資形態の６割が合弁で、最近では

独資（１００％外資）が伸びており、３割を超えてき

た。進出動機は、８０年代の輸出志向の加工貿易型

から９０年代は中国国内の市場を狙う国内市場志向

型への転換が始まっている。

　収益の動向では、高収益、低位安定、赤字の３

分極化がますます著しくなっている。原材料・部

品を７割以上中国国内で調達し、加工して海外に

輸出するパターンが一番もうかっている。２番目

は海外から持ってきて、中国で加工し海外に輸出

する、本来の加工貿易型である。中国国内で調達

して、主として国内に販売する形式は、ものすご

くもうかっている企業と赤字企業の二分化が激し

い。収益率が芳しくないのは、海外から輸入し加

工して主として中国国内に販売する形態である。

中国国内市場は販売が難しいのである。

　中国に進出してきた多くの日系企業に投資動機

を尋ねてみると、異口同音に中国市場は将来の潜

在的発展の可能性が高いからと答える。中国の発

展に対する期待が大きいことが窺える。そして

個々の企業が進出に当たって作成するフィジビリ

ティー・スタディー（�／�）では、２～３年先

には大きな収益が見込まれると明記されている。

しかし、実際に事業に当たってみると、予想に反

して収益が伸びず、その上中国側パートナーとの

摩擦や理不尽な行政機関の対応に悩まされいるの

が実態である。

　それでは一体、微分・積分の高等数学を駆使し

て作成した�／�書とは何なのか。そもそも中国

に進出を考えた動機は何なのか。こうして掘り下

げてみると、本当のきっかけは、会長や社長がか

つて中国で過ごし、ノスタルジアがあり中国へ投

資したいからとか、もともと取引のあった中国企

業から投資を申し込まれ、関係が大事だから投資

をはじめたとか、同業他社が進出したので遅れま

いとして投資をしたとか、水面下では実に単純な

契機が中国進出の動機となっている場合が多い。

こうした目に見えない日本企業を縛る意識をもっ

て「ムード・情実・切迫観念」と名づける。今問

われているのは、そのような潜在意識の点検であ

る。難しくいうなら、「市場としての中国」に対す

る経営戦略の見直しである。

　「ムード・情実・切迫観念」の潜在意識をチェッ

クしたあと、中国進出にあたり考慮すべき課題は、

「現地化」と現地法人の権限強化である。「現地化」

に関して言うなら、多くの日本人が中国現地に乗

り込み事業をリードする時代は終わっている。中

国人の高級管理者をいかに養成するのか、技術移

転を通じていかに現地で新技術を開発し、設計能

力を高めるのか、いつまでもメインバンクに頼ら

ず、どのようにして中国で資金を調達するのか、

品質のよい原材料・部品をいかに中国で見つけ、

育成するのか、こうしたことが「現地化」の出発

点である。欧米企業のようにすべての管理を中国

人に任せることは難しいとしても、中長期の視点

から中国人管理者の登用は重要である。

　中国現地でがんばっている日系三資企業の責任

者に対して一番悩むのは何かとたずねてみると、

本音で告白するのは、中国で発生する「中華スー

プ」でなく、本当は本社との関係である。本社が

中国という国情を理解せず、何でも現地法人に押

し付けてくるのである。���加盟後の中国市場は

競争がもっと激しくなると予想される。そうした

状況のもとで、いちいち本社の指令を受けて行動

していたら市場のニーズに合わなくなる。即断即

決が今後ますます要求されてくる。“敵”は目の前

の中国でなく、後ろにいる本社である。これをもっ

て「敵は本能寺にあり」という。

　また、現地の責任者も「総経理」と呼ばれ、財

務・会計の親玉のような表現であり、本人も本社

に対して依存心を起こさせる。日本語でいうと「社

長」なのであるが、権限が弱い。日本人は社長と

呼ばれると緊張するが、中国では同じ漢字を使用

するものだから、「総経理」となる。こうした表現

問題はじめ派遣される日本人社員の再教育も必要

である。

　日本企業も中国に進出してすでに１５年以上の経

験を積んできた。なかには高い収益率を上げてい

る企業も存在する。そこには自分たちであみだし
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た経営戦略が活きている。高級ブランドイメージ

を武器に市場参入する方式で、これを称して「階

層限定型戦略」という。中国社会も階層分化が進

行してきており、安いというだけでは売れない商

品もある。次に販売する地域をしぼる方式である。

これをもって「地域限定型戦略」という。例えば、華

東地区の上海、江蘇、浙江だけで２億近い人口を

擁し、日本以上である。何も中国全土に販路を広

げる必要はない。

　最後に、中国との事業を展開する日本企業が問

われているのは、日本的経営体質、経営方式のあ

り方である、といった視点を欠かすことはできな

い。

　４月２７～２９日、「２００１三好カップ国際レディース

カヌー大会」（愛知県カヌー協会・三好町主催、日

本カヌー連盟・中日新聞社共催、国際カヌー連盟

公認）が三好池で開催され、世界１０カ国の選手３７

チーム、１６７人が競技に参加した。この外国選手

チームの出入国・宿泊・練習・競技・セレモニー・

監督会議・表敬訪問・ショッピングなど１週間の

全日程に、現代中国学部学生２３名が通訳として従

事した。現中学部生の国際カヌー大会への通訳と

しての参加は、１９９９年、２０００年に続いて３回目で

あり、本年は中華マカオチーム、韓国チーム、中

華台北（台湾）チームを担当した。

�　外国選手の受け入れ
　例年、多くの学生が初めて通訳を経験する中で、

一番緊張するのが名古屋空港への選手・監督の出

迎えである。特に中国語の場合は、例えば、一昨

年の福建チームの時は福建語、昨年の上海チーム

の時は上海語というように、その出身地によって

使用する方言が異なり、また選手団がどこの出身

かを知らずに通訳を担当することになるので、な

おさら緊張に輪をかけるのである。今年の場合は、

純粋な広東語を話すのがマカオチームであり、福

建語（�南語）を話すのが台湾チームであり、さ

らにロシアチームの監督は台湾出身であり、福建

語と英語を話した。

　学生さんたちは、最初の一言を何と言って出迎

えたらよいか悩むようであるが、「��好！」（こ

んにちは）、「�迎来到名古屋！」（名古屋へようこ

そ）と言うことができれば十分である。今年のマ

カオチームの乗る飛行機は到着の予定が変更され、

２０：５５分着となり、台湾・ロシアチームと合同で

出迎えることになった。マカオチーム担当は３年

生の金海亜来さんであり、選手たちを多少引き

つった笑顔で迎えることになったが、わりと度胸

がすわっていた。宿泊地である「�田世��店」

（豊田センチュリーホテル）まで大会役員らと同乗

し、明日以降のスケジュールを監督に伝えた後に、

初日の通訳業務を完了した。

�　表敬訪問
　外国の訪日団を迎える際に必ずスケジュールに

組み込まれているのが、受け入れ団体への表敬訪

問である。国際レディースカヌー大会では三好役

場の会議室において、三好町長、国際カヌー連盟

の役員などの前で、各国の監督が挨拶をして、担

当の通訳が日本語に同時通訳する。スピーチ通訳

においては、原稿が予め準備されている場合とそ

うでない場合、一言一言区切って同時通訳する場

合と最後にまとめて通訳する場合など、通訳の方

法が異なる。通訳に求められるのは、一つには日

時・場所・人名などを正確に伝えることであり、

また一つには“長すぎず、短すぎない”的確なコ

メントである。

　例年の各国チームの代表者スピーチにおいて、

アメリカ・ニュージーランドなどのスピーチは、
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プライベートな感情をわりとストレートに表現す

る傾向があるのに対し、中国・台湾・韓国・ミャ

ンマーなどのスピーチは、チームとしての謝辞を

重視する傾向がある。中国語スピーチの定番とし

ては「尊敬的○○先生」（尊敬する○○様）でスピー

チを始め、段落の終わりに「我代表○○表示衷心

的感�！」（私は○○を代表いたしまして、衷心よ

り感謝申し上げます）という謝意を挿入して参加

者からの拍手をいただくことが多い。

　さて、同時通訳を行ったのはマカオチームが４

年生の土井綾香さん、台湾チームが３年生の小出

有香さん、韓国チームが３年生の禹相栄君である。

それぞれが初めての同時通訳であったため、傍ら

に座るこちらの方もどきどきしたが、なんとか無

難にこなした。スピーチ通訳は、あまり細かいこ

とにとらわれず、堂々とゆっくり話せばよいので

ある。

�　カヌー競技大会
　競技前日には練習、技術講習会、監督会議、開

会式等のセレモニーが行われる。特に競技ルール

を確認する監督会議の通訳の際には、カヌーの専

門用語を２００語近く知らなくてはならない。毎年、

学生さんたちには中国語のカヌー語彙集を事前に

配布するのであるが、競技そのものを日本語で理

解していないと通訳は難しいものとなる。また例

えば中国語のカヌー用語においては、カヌー（カ

ヤック）のことを中国大陸では「皮�艇（皮艇）」、

台湾では「�艇」、マカオでは「独木舟」と呼び、

地域によって専門用語に若干の相違があることに

も注意しなくてはならない。

　さてカヌーレース競技は、第一日目が５００メート

ル競争、第二日目が２００メートル競争であり、それ

ぞれ「�人皮艇，双人皮艇，四人皮艇」（シングル、

ペア、フォア）の３種目において、「��，半��，

��」（予選、準決勝、決勝）が行われる。通訳の

主な役割は、各レースの３０分前の「��」（配艇：

最初のエントリー受付）において選手を的確に誘

導し、レース後に「�艇��」（検艇：艇の重量検

査）を選手に指示し、さらに監督・コーチのクレー

ム・要望などを大会本部に伝えることにある。今

年の競技大会当日には、各チームにそれぞれ４人

の現中学部生が通訳として同行した。

　今年の大会では中国大陸チームが参加しなかっ

たこともあり、競技はハンガリー・ドイツ・アメ

リカなどの欧米チームが上位を独占した。�－２

（カヤック・ペア）で優勝したハンガリーチームを

「��������	��
�������」と言って祝福すると、選手

たちがとても喜んで握手で応えてくれた。また日

本を含めてアジアのチームでは、唯一韓国チーム

が�－４（カヤック・フォア）５００メートルにお

いて３位に入賞したが、この時ばかりは学生の人

たちと一緒に「���！」（頑張れ！）と応援した。

また大会第二日目は雨が降り、競技場の池はかな

り寒くなっていた。４年生の高ヶ内麻美さん、木

村知美さんらのアイデアで、通訳の４人の愛大生

が着用していた揃いのピンクのジャケット４着を、

台湾チームの選手４人にユニフォームとして提供

した。小雨の中で、ピンクのジャケットを着用し

た台湾チームのフォア艇が入賞した。

　通訳の活動は、単に専門的な外国語の語彙を

知っていればよいのではなく、第一に朝から晩ま

で活動できる体力、第二に雰囲気を和らげる笑顔、

第三に相手を気遣う思いやりが必要である。この

ことを１週間にわたる愛大生の国際カヌー大会通

訳に同行して、あらためて学ぶことになった。

�
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　２０００年度外国語コンテスト英語の部は、１１月２７

日（月曜日）、午後４：４０から１０３番教室において

開催された。２０００年度は、昨年より１０組ほど少な

く、ほぼ一昨年並みの１６組（うち一組欠席）の参

加があり、約１時間半にわたり熱演が繰り広げら

れた。審査員は、本学教授��������	
���氏と、

昨年に引き続き本学名誉教授、池稔氏の２名にお

願いした。司会進行役は、本学助教授片岡邦好氏

が務めた。

　昨年から審査内容の幅が広がり、「英文の暗唱

（指定課題、または自由選択）」と「英語の歌（曲

目自由）」のいずれかの選択となっている。指定課

題には約１０ほどの選択肢があり、童話・童謡、詩、歌、

論説文、文化論など、多彩なジャンルからの選択

が可能であった。これらの指定課題の中から約半

数の課題が選ばれ、特に人気が高かったのは童話

“������������	�
��（４名選択）��”“����������	
	

（３名選択）��”そしてシドニー・オリンピックに

おける高橋尚子選手の活躍を描いた論説文、

“���������（２名選択）”であった。これらの課

題に人気が集中したのは、何よりもとっつきやす

さと馴染み深さが関係していたようだ。このほか

にも、“�����������”���������	”“��������”“���

�����������	�
�	���”など、ビートルズを中心に

自選の歌唱課題を持ち込み、独創的なパフォーマ

ンスを見せてくれた参加者もいた。

　審査の結果は、第１位が“�������”を歌った

法学部の久田裕人さん。歌唱演技の前にスピーチ

を行い、創作的な要素を取り入れたことが審査員

の心証を高めたようだ。第２位が“���������”

を暗唱した経営学部の矢野哲史さん。第３位は、

“������������	�
��”を暗唱した経営学部の松元

香保里さんに決まった。審査結果は、上位グルー

プ、中位グループにおいては僅差で甲乙つけがた

い状況であったが、上位のこの３名は出色のパ

フォーマンスを演じ、他を一歩引き離して文句な

しの受賞となった。

� （片岡）

　多少ニュースとしては時機を失した感がありま

すが、恒例の名古屋語学教育研究室主催第６回外

国語コンテスト・ドイツ語部門本選が昨年２０００年

１２月５日（火曜日）２０５番教室で開催されましたの

で、結果を報告いたします。

　今回から新任の島田了先生を迎えての再スター

ト、新鮮な気持ちでコンテスト開催を、と張り切っ

たつもりでしたが…。ドイツ語各クラスで授業時

間にそれぞれ予選を行い、本選は参加者１６名（１

名は当日欠席）で競われました。島田先生が司会

を、竹中が審査を担当しました。例年に比べやや

参加者が少なく、また、課題文暗誦を本選では

「朗読も可」としたことによって、審査基準が統一

できず、「厳正な審査のもとに」というわけにいか

なくなり、悔いを残すコンテストとなってしまい

ました。

　本選参加者（受け付け順）は、長野衣里さん、

鈴木隆敏君、西川寿美礼さん、竹添弓夏さん、伊

藤香代さん、長谷部佑介君、渡辺智也君、竹中佳

美さん、前島志保さん、八木弘君、伊藤有香さん、苅

谷なぎささん、小田悦子さん、鳥見篤史君、塩屋

章君、上野麻子さんの１６名でした。

　課題は、１年生ドイツ語統一テキストの�����
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���������第１２課の暗誦、１年生のテキストです

が、電話による長文の会話文で単語もかなり発音

の難しいものが多く、課題文の暗誦は参加者には

難解な課題だったようです。審査は、第１次審査、

第２次審査に分けて、発音の正確さ、会話文とし

ての表現力の２点を基準にして行いました。第２

次審査へ進んだ鈴木隆敏君、西川寿美礼さん、竹

添弓夏さん、伊藤香代さん、渡辺智也君、前島志

保さん、塩屋章君の５名で優勝が競われ、結果第

１位（優勝）は００�１４２６西川寿美礼さん、第２位

００�１４１２渡辺智也君、第３位００�１３５９伊藤香代さん

に決定しました。

　上記３名の優秀者は１２月１２日（火曜日）開催の

表彰式において田川光照研究室長より武田信照学

長賞として表彰状と賞品が授与されました。表彰

式に続いて発表会が行われ、第１位の西川さんは

この間にさらに練習を重ね、課題文暗誦を参会者

の前で発表し、満場（�）の喝采を受けました。

　今回まで６回と回を重ねて来たコンテストでし

たが、課題の選択、選考会の運営、審査方法のあ

り方等において工夫が足りなかったことを反省し

ています。次回からは新規巻きなおし、質的にも

さらに向上した外国語コンテストを実現すべく努

力したいと考えています。なお、例年のことなが

ら、今回のコンテスト開催にご協力下さった教職

員の方々、果敢に課題文に挑戦し、予選・本選に

出場してくれた学生の皆さんにここに改めて心よ

りお礼を申し上げます。

� （竹中克英）

　フランス語コンクールについては、出場者が多

かったことが今年の特徴です。すなわち４１名あり、

昨年の４倍でした。その大半は２年次生でした。

　コンクールの審査は、シャンソン『ミラボー橋』

の作詞家で、有名な詩『ひなげし』の作者でもあ

るアポリネールの短編小説『アムステルダムの水

夫』のテキストの朗読で行いました。発音、イン

トネーション、アクセント、表情表現など、この

テキストがもつ難しさの他に、受験者は登場人物

二人の役を使い分けしなければなりませんでした。

テキストには対話の部分が含まれていたからです。

　選考には、予選という方法を採りました。第一

次予選で１６人が選ばれ、第二次予選で６名、決選

で以下の３名が勝ち残りました。

　　一位、高橋　尚子　　（９９�３１３８）

　　二位、紺野由貴枝　　（９９�１２４７）

　　三位、衣川　佳憲　　（９９�１１２７）

　なお、今年は学生たちの挑戦意欲がこれまでと

比較して大変高かったことを指摘しておきます。

　しかしながら、長い準備をさせて受験者にこの

種のテキストの朗読を要求するだけでは、学生の

フランス語の知識の程度を評価するのは難しいと

思いました。来年度はもう少し難しい問題を出し、

外国語の知識の程度がどうなのかを含めて、テス

トの条件をはっきりさせる時期が来ているのでは

ないかと思います。たとえば、手本のテープを与

えず準備なしでテキストを読ませるとか、予め選

んでおいたテキストについてどの程度理解してい

るかいくつか質問をしてみるなどです。

� （ラッセン、河原）

　第６回外国語コンテスト「中国語部門」は、２０００

年１２月７日�午後１時から２１３教室で「法学部・経

営学部部門」と「現代中国学部部門」とに分けて

開催された。それぞれの部門の参加者数は３１名と

１３名であった。車道校舎からも１名が参加し、見

事に入賞を果たした。

　「現代中国学部部門」は「課題文の暗唱」と「自

由課題文の暗唱」の二部門に分けて行った。「自由

課題文部門」に挑戦した参加者の作文は、海外で

感じた中国及び中国人についてのものが多かった。

各自自ら作文した中国語を視聴者の前で暗唱して
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見せた。その内容と表現力のすばらしさに初めて

参加した私は感動の涙に誘われた。

　「法学部・経営学部部門」では、３１名の参加者が

あらかじめ用意された課題文を正しい発音と美し

いメロディーで朗読することに努め、熱戦を繰り

広げた。その後開かれた餃子パーティーにもコン

テストの熱気はそのまま持ち越された。

　今回の入賞者は次のとおりである。

〈法・経営部門〉

　第１位　９９�３４８８� 中村　将士

　第２位　９７��１０１６� 伊豆　明子

　第３位　００�１０６３� 田口　征吾

〈現中部門〉

・課題文の部

　第１位　９９�８１８０� 林　　義明

　第２位　９９�８０４４� 水野　志保

・自由課題の部

　第１位　９９�８０５９� 中田　美佐

　第２位　９９�８１２０� 冨永　清美

� （鄭　高咏）

　２０００年度、第６回外国語コンテスト（名古屋・

車道校舎）韓国・朝鮮語部門は１２月７日�午後１

時半から名古屋校舎で開催された。

　２３名という多数の学生の積極的参加のもと、活

発なコンテストが展開され、李　鳳姫（客員教授）、

常石両教員が審査に当たった。今回も車道校舎か

ら３名の学生（神谷　望、岩渕　肇、横尾　俊幸）

諸君が参加した点は特記すべき点と言えよう。

　厳正な審査の結果、入賞者は以下のごとく決定

（敬称、略）

　１位　９８�１３２７� 久野　幹太

　２位　９９�８１８０� 林　　義明

　３位　９８�１０３８� 池田憲一郎

　入賞は逃したものの、９９�３００３　榊原　丈、

９９�１０６２　原 田　悠 輔、００�１３６９　水 谷　元 昭、

００�１１４６　大谷　節子、００�３３１２　治村　幸宏、諸

君などは入賞者とほとんど差のない実力と努力の

跡を示してくれた。

　「下手でもよい。頑張ってやってみよう！」とい

うのがこのコンテストの趣旨である。

　今後も大勢の学生諸君の参加を望みたい。

� （常石希望）

　日本語部門では、外国人留学生１２名（１年生７

名、２年生５名）が参加しました。日本語の場合

は他の言語部門と異なり、スピーチコンテストの

ため、発音・アクセント等、いわゆる日本語の能

力だけでなく、内容の豊かさ、アピール度も重視

して評価されました。発表者は、小さな身近な出

来事を、異国の人でなければ気づかない視点から

捉え、実に素直に自分の考えを述べていました。

スピーチを聞いていた人達は、多くのことを学ん

だと思います。この号の最後に１位と２位の学生

のスピーチを載せますので是非読んでください。

　１位　９９�８１９９� 晋　斗鴻（ジンドゥホン）

　２位　９９�８１９８� 高　秀希（コスヒ）

　３位　９９�３５２５� 李　勤分（リキンフン）

２００１年７月 Goken　　News 15

韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓国国国国国国国国国国国国国国国国・・・・・・・・・・・・・・・・朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮鮮語語語語語語語語語語語語語語語語部部部部部部部部部部部部部部部部門門門門門門門門門門門門門門門門韓国・朝鮮語部門

日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本語語語語語語語語語語語語語語語語部部部部部部部部部部部部部部部部門門門門門門門門門門門門門門門門日本語部門



　入賞者は全員２年生となりましたが、１年生も

多く参加しました（当日発表の７名は予選を通っ

た人のみ）。残念ながら１年生は、まだ日本語能力

の点で多少問題があるせいか、入賞できませんで

したが、彼らのスピーチはとても新鮮で、心打つ

良いスピーチでした。彼らには是非来年度も発表

してもらいたいと思います。

� （山本雅子）

《日本語コンテスト入賞作》（原文のまま）

第１位� 日本の素晴らしい若者

� 現代中国学部２年　晋　斗鴻

　私は韓国からの留学生で、日本に来てもう３年

になります。私はこの３年間の日本生活で、日本

語や日本の文化など様々なことを学びました。今

日はその中で、一つ感心したことについて話させ

ていただきたいと思います。

　私が日本に来て間もない頃、名古屋の栄に行っ

たときには本当に驚きの連続でした。それは、栄

の町並みがあまりにも韓国と違っていたからとか

ではなく、そこにいる若者があまりにも変だった

からです。黒人に間違えるほどの黒くて不気味な

化粧に下着が見えるほどの短いスカートはいて道

に座っている女の子、黄色くて長い髪をしたきれ

いな男の子、白いタオルで顔を隠してバイクに

乗っている暴走族、電車で年寄りの人が乗ってき

ても席を譲らない若者。それに比べると韓国の若

者はすばらしい。年上の人によく挨拶をするし、

電車でも年寄りを見かけたらすぐ席を譲るし、男

の子は男らしいし、女の子は女らしい。韓国の若

者のことが私の中では韓国人の自慢の一つになっ

たし、変な若者を持つ日本の未来が心配にもなり

ました。

　しかし、その若い人に対した私の思いが、大学

に入って日本人の友達ができてからかなり変わっ

てきました。その理由は、日本の若者の生活に感

心してしまったからです。わたしの友達のなかに

天野という友達がいます。その天野という友達は

今年１９歳で、もうそろそろ２０歳になるにもかかわ

らず、わがままな性格で、どうもまだ子どもみた

いところがある友達です。しかし、その生活をの

ぞいてみると驚いてしまいます。週に３・４回学

校が終わった後にアルバイトをして、そのたまっ

たお金をおこずかいにして学費以外は親から一銭

たりとももらわない生活をしているからです。ま

た、同じ学部の小百合という名前の女の友達は英

語が習いたくて、この学校以外に英語の専門学校

に通っているんですが、その学費の全てを自分で

アルバイトをして、そのためたお金で払っている

友達もいます。もちろんこの二人は例としてあげ

ただけで、この二人以外にもほとんどの学生達が

この二人と似たような生活をしています。この若

者達の生活は韓国と日本の若者に対しての私の思

いを変えるほどの驚きでした。ここにいる日本の

方は、えー！何で驚いたんだろうそんな当然なこ

とでと思われるかもしれません。しかし、その当

然と思われる大学生のアルバイトが隣の国韓国で

は当然ではないのです。今から１０年前のことです

が、韓国で大学に通っていた私も全然アルバイト

なんかしなかったし、学費はもちろん何にもかも

親からもらったお金で生活をしました。これは、

周りの学生達もみんな同じでしたし、現在もあま

り変わっていないと思います。もちろん韓国と日

本の社会構造が違うところはありますが、それに

しても日本の若者の生活はすばらしいです。

　普通、年寄りの人はどこの国でも若い人のこと

をあまりよく思わない傾向がありますが。特に日

本の年寄りはそうだと思います。しかし、それは

日本の年寄りが若者の変な格好だけに目が行って

しまって、経済大国日本を支えている若者の良い

ところまで見ていないからだと思います。だから、

日本の年寄りも、私が韓国の若い人の礼儀正しさ

を韓国人としての自慢に思っているように日本の

若い人の良さを誇りに思うべきだと思います。さ

らに、もっと言いたいのは、私が日本の若者の変

な格好にこだわって、若者ことを悪く思っていた

のと同じようなことが、私たち韓国人と日本人の
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間にもあるのではないかということです。私たち

はあまりにも歴史問題にこだわりすぎて、お互い

のいいところがみえていないのではないでしょう

か。私は日本の若者と友達になって、ようやくそ

の良いところをみることができました。

　ここにいる皆さんはどうですか？何か、韓国の

ことを知っていますか？私が日本の若者に偏見を

持っていたように、韓国人に対して何か偏見は

持っていませんか？もし、そういう偏見があった

ら、ぜひそれを乗り越えるように努力してほしい

です。これは、もちろん韓国人にも同じです。そ

れで、このお互いの努力が２０世紀の暗かった歴史

を２１世紀には明るい歴史に変えるのではないで

しょうか。御静聴ありがとうございました。

第２位� 一緒に作っていきませんか

� 現代中国学部２年　高　秀希

　私は去年の四月に日本へ来ました。韓国の空港

で家族・友達と泣きながら別れをつげたのが昨日

の事みたいにまだ生々しいですが、それからもう

１年８ヶ月も過ぎました。この間に、色々なこと

を体験し、一人で悩むことも、面白いことも、不

思議だと思うこともいっぱいありました。今日は、

体験した事を二つの側面から、私の意見と感想と

して皆さんに話したいと思います。

　私は日本人と同じ一人の新入生として愛知大学

に入学しました。私は他の留学生とは違って高校

を卒業してから直接日本の大学に来たので、学校

生活の中で色々な指導を期待していました。しか

し残念ながら、必要がなければ、話してくれない

人が本当に多かったのです。その時は私の日本語

も下手だったので私の方から先に話しかけること

もできなかったし、留学生だからこのように待遇

されているのだと我慢するしか仕方がありません

でした。日本人の輪の中には本当に入りにくいと

思いました。

　しかし中には留学生を家族みたいに考えてくれ

る人もいました。私たち留学生を色々助けてくれ

るボランティア活動もありました。例えば、自分

の家でホームステイさせてくれたり、花見に行く

時やお正月の時誘ってくれる人もいました。また

現代中国学部の中にも留学生の事にいつも協力し

てくれる学生たちもいます。この場合は、逆に留

学生の立場が本当に幸いな事です。日本人の学生

なら、こんな待遇はたぶん受けられないでしょう。

　私はこの前、一泊二日のホームステイで、千田

さんの家にお邪魔することになりました。その時、

家族みんなと一緒に食べたおばさんの手作り料理

の味は今までも忘れることができません。特に私

が韓国人だから食事には欠かせないだろうといっ

てキムチまで用意してくれました。食事の後には

千田さんの車に乗ってイベントを主催した団体の

会館に向かいました。そこでは着物を着させても

らいましたが、カメラまで用意してくれた千田さ

んは、私が着物を着る過程を一枚一枚全部撮って

くれました。本当に嬉しかったです。千田さんは

自分がやったことを小さな事だと思うかも知れま

せんが、私はその小さな心配りに感動しました。

小さなことから大きなことを学びました。それは

このように小さな事までも親切にやってくれる、

しかもそれをごく自然にやってくれるその細かい

心配りが日本人の長所ではないかということです。

私は感謝すると同時に本当に心から感動しました。

　それからしばらくの事です。私はお好み焼き屋

さんでバイトを始めました。店は店長さんと店長

さんのお母さん、私３人でやっています。１０時に

なると営業時間が終わって、それからは楽しい食

事タイムです。ある日、１０時になって私はもう終

わったが、店長さんとおばさんはまだ後片付けを

していました。私はテーブルに置いてあるご飯の

前で店長さんとおばさんが来るのを待っていまし

た。すると、店長さんが「先に食べや」と言いま

した。「はい」と答えたが、なかなか箸をつけるこ

とができませんでした。韓国では目上の人と食事

する時必ず目上の人がスプーンを取って、食べ始

めてから食べることが習慣になっています。店長

さんはそんな私を見て「韓国人はやはり礼儀正し

いなあ」とほめてくれました。私はその時初めて
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「私にもそんな良さがあるんだな」と自分も知らな

かった良さに気づきました。

　この二つの体験を通じて私は強く感じたことが

あります。それは日本人と留学生には、お互いは

自分たちも気づいてない良さがたくさんあるはず

だということですから、お互いの良さを見つけて、

認め合うことから始め、それを重ねて行けば、今

までなかった何かがきっと作られるはずです。そ

れも今まであったものよりもっといいものが作ら

れるはずです。その何かを皆さん一緒に作ってい

きませんか。
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〈編集後記〉
　２１世紀は日本の世紀である、などと煽てられ、日本中が浮かれ騒いだのは１０余年ほど前のことであ
る。儲けをたくらんで株を買い漁った経済官僚や経済学者が何人も損をして、彼らの学説の化けの皮
が剥がれた。景気浮揚の学説はないものか、いろいろ説を唱えるものはいるようだが、世の中は理論
どおりにはうまくいかない。
　この惨めな日本にかわって登場したのが、中国である。封建時代、毛時代と民衆は長きにわたり貧
しいままに捨て置かれていたから、富への渇望は、当然ながら、異常なほど激しく、今世紀が中国の
世紀になることは間違いないであろう。１３億の民がいま金持ちになるため競い合っている。
　しかし、この資本主義を指揮しているのが共産党というのだから、驚きである。共産主義運動が民
衆を解放し、平等という価値に目覚めさせたその歴史的功績は高く評価されるべきだが、共産党にとっ
て、欲望が人間を労働に向かわせるものである、衣食が満たされてもそこで欲望が消え去るものでは
ない、飽くなき欲望こそが社会発展の原動力であることが分かったいま、共産党も昔のままでいては
ならないであろう。２０世紀までに政治・経済・文芸・芸術など多くの面で主義主張が出尽くした感が
ある時、我々は共産的資本主義とも呼ぶべき新しいモラル獲得の壮大な実験場に立ち会っていること
になるのであろうか。それはつまり外資を利用して経済規模を拡大し富の嵩上げを実行して、得られ
た富の分配を世界中どこにも前例のない公平さで行うことであろうか。服部先生の記事を読みながら、
こんなことを思ってみた。
� （�����）

（名古屋語学教育研究室発行）
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　名古屋語学教育研究室のホームページを開設し

ました。

　アドレスは
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’01公開講座「言語」のご案内
愛知大学言語学談話会

前半　豊橋校舎／後半　９月より車道校舎
午後２時半～４時半

２００１年
７月７日�「主語、目的語、その他の文構成要素―���

クロフトの文法関係論を中心に―」
� 　伊藤忠夫（中京大学教養部教授）
９月２２日�「ロシア語の移動表現について」
� 　清水伸子（愛知大学経済学部講師）
� 「��における言語教育政策―オランダの

外国語教育の現状―」
� 　平尾節子（愛知大学法学部教授）
１０月１３日�「身体と空間」
� 　片岡邦好（愛知大学法学部助教授）
� 「近代初期イギリス人の国語観、国語問題」
� 　多田哲也（愛知大学法学部助教授）
１１月１０日�「飲食に関する中国語の楽しい表現」
� 　鄭　�咏（愛知大学法学部助教授）
� 「漢詩の流れ―詩形を中心に―」
� 　矢田博士（愛知大学経営学部助教授）
１２月８日�「学習文法とコーパス�」
� 　塚本倫久
� �（愛知大学国際コミュニケーション学部助教授）
� 「大学における中国語教育の再検討�」
� 　安部　悟（愛知大学現代中国学部助教授）

２００２年
１月１２日�「日本語話者がフランス語を通して見た韓

国語」
� 　田川光照（愛知大学経営学部教授）
� 「漢字文化圏における表音文字の背景」
� 　陶山信男（愛知大学名誉教授）
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